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●
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
８
号
）

財
政
調
整
基
金
積
立
、
災
害

対

策

関

係

経

費

等

と

し

て

１
億
３
２
４
９
万
円
増
額

主
な
内
容

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　

 

５
７
０
８
万
円

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
修
繕
費
等

　
　
　
　
　
　
　
　

 

６
１
０
万
円

　

災
害
援
護
資
金
貸
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
５
０
万
円

　

震
災
復
旧
緊
急
対
策
経
営
体
育

　

成
支
援
事
業
補
助
金　

　
　
　
　
　
　
　

 

２
０
０
０
万
円

　

熊
本
地
震
災
害
廃
棄
物
処
理
委

　

託　
　
　
　
　

 

２
５
８
５
万
円

原
案
可
決

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
書
（
第
２
号
）

準

備

基

金

積

立

金

等

３
４
２
２
万
円
の
増
額原

案
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
書
（
第
１
号
）

他
会
計
繰
出
金
65
万
円
の
増
額

原
案
可
決

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
書
（
第
１
号
）

介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

等
１
１
９
９
万
円
の
増
額

原
案
可
決

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
書
（
第
３
号
）

水

道

会

計

財

政

基

金

積

立

金
、
配
水
管
布
設
替
工
事
等

１
７
６
８
万
円
の
増
額原

案
可
決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
書
（
第
１
号
）

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
、
農

業
集
落
排
水
事
業
基
金
積
立
金

等
３
９
万
円
の
減
額

原
案
可
決

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

特
定
地
域
生
活
排
水
事
業
基
金

積
立
金
等
１
０
３
万
円
の
増
額

原
案
可
決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
、
公

共
下
水
道
事
業
基
金
積
立
金
等

９
０
４
万
円
の
増
額

原
案
可
決

●
平
成
27
年
度
決
算
書

▼
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
（
７
会
計
）

認　
　

定

●
条
例
の
改
正

▼
南
小
国
町
景
観
条
例
の
一
部

改
正

原
案
可
決

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

椚
の
本　

佐
藤　

満
男　

氏

同　
　

意

●
陳　

情

▼「
町
道
認
定
に
関
す
る
陳
情

書
」経

済
建
設
常
任
委
員
会
付
託

●
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
９
号
）

南
小
国
町
庁
舎
跡
地
整
備
工
事

等
６
２
４
４
万
円
の
増
額

原
案
可
決

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
書
（
第
４
号
）

設
計
業
務
委
託
料
等
５
５
５
万

円
の
増
額

原
案
可
決

●
物
品
売
買
契
約
の
締
結

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車

の
購
入
２
台

原
案
可
決

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

中
原　
　

小
田　

英
利　

氏

赤
馬
場　

倉
岡　

巧　
　

氏

同　
　

意

　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
３

日
間
開
か
れ
た
。
一
般
質
問
に
は
９
人
が
登
壇
し
、
町
長
の
施

策
を
質
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
決
算
書
の
認

定
を
は
じ
め
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計

補
正
予
算
な
ど
18
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
平
成
28
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
つ
い
て
再
審
査
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
議
案
撤
回
し
、
修
正
さ
れ
た
議
案
が
再
提
出
さ
れ

た
。
慎
重
な
審
議
の
結
果
、18
議
案
と
も
可
決
、認
定
と
な
っ
た
。

　

平
成
28
年
９
月　

第
３
回
定
例
会

　

第
５
回
臨
時
会
が
10
月
14

日
に
開
催
さ
れ
、
５
議
案
が

可
決
、
同
意
さ
れ
た
。

平
成
28
年  

第
５
回
臨
時
会
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平成 27 年度　決算認定
平成 27 年度　一般会計決算

平成 27 年度　特別会計決算

歳入　４０億３，２４８万円
科　　目 金　　額

地方交付税 １８億３，８１６万円

町税 　４億５，２０２万円

繰越金 　３億６，１６９万円

国庫支出金 　２億９，２６４万円

県支出金 　２億６，６１１万円

町債 　２億６，５４４万円

寄付金 　１億３，７２７万円

分担金及び負担金 　１億１，５７７万円

その他 　３億　 ３３８万円

歳出　３８億１，０４１万円
歳出区分 金　　額

総務費
（総務、徴税、戸籍、選挙等） １１億 ６７５万円

民生費
（老人、児童福祉等） ５億８，４５９万円

衛生費 ５億７，２１９万円

土木費 ３億４，５５１万円

公債費 ３億２，０９９万円

農林水産業費 ３億１，４４７万円

教育費 ２億６，８９９万円

消防費 １億５，８８４万円

議会費 ６，８４５万円

その他 ６，９６３万円

　平成 27 年度一般会計は、歳入総額 40 億 3,248 万円から歳出総額 38 億 1,041 万円を差し引くと

2億 2,207 万円となる。差引額の中に翌年度への繰越財源として 6,791 万が含まれているので、これ

を差し引いた 1億 5,416 万円が黒字となり、翌年度に繰り越された。歳出の性質的な内訳は性質別分

類比較表とおりである。

特別会計名 歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計 ８億２，７０３万円 ７億６，１８６万円

介護保険特別会計 ５億４，７１４万円 ５億３，５５１万円

水道事業特別会計 ２億２，４８６万円 ２億 ６０２万円

農業集落排水事業特別会計 ８，６８３万円 ８，５３４万円

特定地域生活排水処理事業特別会計 １，９９３万円 １，８３５万円

公共下水道事業特別会計 ２億５，７５６万円 ２億５，２４６万円

後期高齢者医療特別会計 ５，６３３万円 ５，５６８万円

合　　　　　計 ２０億１，９６８万円 １９億１，５２２万円
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歳 出 の 性 質 別 分 類 比 較 表（一般会計）
単位：千円

年　　度 平成 26 年度 平成 27 年度 対前年度
増 減 率性　質　別 決算額 構成比 決算額 構成比

義

務

的

経

費

千円 ％ 千円 ％ ％

人 件 費 664,305 16.34 656,423 17.23 -1.18 

扶 助 費 273,072 6.72 275,042 7.22 0.72 

公 債 費 384,685 9.46 320,987 8.42 -16.56 

計 1,322,062 32.52 1,252,452 32.87 -5.26 

　

経

常

的

経

費

　

物 件 費 433,971 10.68 484,514 12.72 11.65 

維 持 補 修 費 8,285 0.20 15,486 0.41 86.92 

補 助 費 等 581,571 14.31 794,566 20.85 36.62 

積 立 金 89,867 2.21 223,864 5.87 149.11 

投 資 及 び
出 資 金・ 貸 付 金 0 0.00 300 0.01 0.00 

繰 出 金 393,271 9.67 333,622 8.75 -15.17 

計 1,506,965 37.07 1,852,352 48.61 22.92 

投

資

的

経

費

普 通 建 設 事 業 費 1,233,094 30.33 702,272 18.43 -43.05 

災 害 復 旧 事 業 費 3,125 0.08 3,330 0.09 6.56 

計 1,236,219 30.41 705,602 18.52 -42.92 

合　　　計 4,065,246 100.00 3,810,406 100.00 -6.27 

＊決算統計による。
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監
査
委
員
の
決
算
意
見
書

監
査
委
員　

下
城
宣
夫

穴
井
千
秋

　

平
成
27
年
度
南
小
国
町
一
般
会
計
他

７
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
に
対
す

る
町
監
査
委
員
の
意
見
書
が
付
け
ら

れ
、
各
会
計
の
決
算
認
定
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
添
付
さ
れ
た
意
見
書
の

抜
粋
を
紹
介
し
ま
す
。
審
査
し
た
一

般
会
計
他
７
特
別
会
計
は
、
関
係
諸
帳

簿
、
証
拠
書
類
を
照
合
し
た
結
果
、
適

正
な
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
意
見
書
の
抜
粋

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
が
平
成
27
年
10
月
に
策
定
さ
れ
、
安

定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
な
ど
４
つ
の

基
本
目
標
に
向
け
、
福
祉
、
教
育
、
環

境
、
産
業
振
興
等
を
は
じ
め
と
す
る
諸

施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

前
年
度
よ
り
繰
り
越
し
と
な
っ
た

庁
舎
建
設
外
構
・
開
発
工
事
及
び
庁

舎
移
転
に
伴
う
電
算
機
器
移
設
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

等
移
設
工
事
、
防
災
行
政
無
線
移
設

や
黒
川
地
区
環
境
整
備
事
業
、
町
道

中
湯
田
赤
迫
線
改
良
工
事
、
橋
梁
補

修
工
事
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
、
公
民
館
満
願
寺
分
館
新
築
工

事
、
公
共
下
水
道
工
事
等
、
繰
り
越

し
た
す
べ
て
の
事
業
に
つ
い
て
概
ね

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
た
。

　

決
算
状
況
を
見
て
み
る
と
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

決
算
総
額
は
60
億
５
２
１
６
万
円
、

歳
出
で
57
億
２
５
６
３
万
円
で
あ

り
前
年
度
と
比
較
し
て
、
歳
入
で

１
億
４
８
５
２
万
円
（
△
２
・
４
％
）

の
減
で
、
歳
出
も
３
２
９
５
万
円
（
△

０
・
57
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、

実
質
収
支
は
２
億
５
８
５
３
万
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
税
収
入
は
前
年
度
と
比
較
し
て

１
６
７
万
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
滞

納
額
は
２
２
６
３
万
円
と
な
り
昨
年
よ

り
６
７
１
万
円
の
減
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
の
徴
収
係

設
置
に
よ
る
効
果
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

尚
、
税
以
外
の
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
徴
収
業
務
に
つ
い
て
は
、
南
小

国
町
債
権
管
理
条
例
に
よ
り
各
担
当
課

で
連
携
し
な
が
ら
徴
収
を
行
っ
て
お

り
、
悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い
て
は
法
的

な
措
置
も
検
討
し
、
財
源
の
確
保
と
負

担
の
公
平
原
則
の
う
え
か
ら
も
一
層
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

各
施
設
の
維
持
管
理
、
各
種
委
託
の

取
扱
い
、
慢
性
的
な
補
助
金
な
ど
見
直

す
も
の
も
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
を
検
討

し
経
常
的
経
費
の
削
減
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

現
在
、
各
課
で
様
々
な
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
設
計
、
工
事
の
監
理
も
事
業

担
当
課
で
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

建
設
課
以
外
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
事

務
の
適
正
・
効
率
化
の
面
で
問
題
が
生

じ
な
い
よ
う
な
取
組
を
願
い
た
い
。

　

温
泉
館
き
よ
ら
、
き
の
こ
セ
ン

タ
ー
、
き
よ
ら
カ
ア
サ
の
３
施
設
に
つ

い
て
、
い
ず
れ
の
施
設
も
老
朽
化
し
補

修
工
事
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
指
定
管

理
業
務
委
託
の
期
間
が
１
年
か
ら
３
年

に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
運
営
の

安
定
化
が
望
ま
れ
る
。
収
支
状
況
に
応

じ
て
は
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
法
定
外
の

繰
出
金
が
あ
る
会
計
が
あ
り
、
一
般

会
計
へ
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
予
防
対
策
等
に
力
を
入
れ
、

増
え
続
け
る
医
療
・
介
護
保
険
制
度

に
係
る
町
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

水
道
、
農
集
、
特
排
、
公
共
下
水
道

の
４
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
実
質
収

支
は
い
ず
れ
も
黒
字
に
な
っ
て
い
る

が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
が
あ

る
。
独
立
採
算
が
基
本
で
あ
る
の
で
、

使
用
料
の
金
額
改
定
も
視
野
に
入
れ

経
常
的
経
費
の
削
減
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
会
計
財
政
健
全
化

審
査
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
数
字
と

な
っ
て
い
る
。

　

税
と
保
険
料
・
使
用
料
及
び
負
担
金

等
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
の
連

携
を
図
り
法
的
措
置
を
取
る
な
ど
徴
収

業
務
の
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
不
納
欠
損
処
理
に
つ
い
て
は
法
的

に
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
処
理
し
、
不

平
等
感
を
な
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

課
員
の
事
務
処
理
に
対
し
、
引
き
続

き
指
導
監
督
の
徹
底
を
行
い
、
併
せ
て

補
助
団
体
の
指
導
も
お
願
い
し
た
い
。

5
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▼
議
員

　

事
業
計
画
の
（
委
託
料
）
内

容
に
つ
い
て
第
一
、
役
場
内
部

で
何
処
ま
で
内
容
を
詰
め
て
委

託
し
て
い
る
の
か
第
二
、
委
託

業
者
の
選
定
は
ど
の
様
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
第
三
、
企
画
立

案
等
の
専
門
知
識
が
必
要
だ

が
、
そ
の
専
門
職
は
居
る
の
か

以
上
三
点
の
説
明
を
お
願
い
す

る
。

●
町
長　

　

第
一
に
つ
い
て
ま
ず
町
長
、

職
員
で
事
業
計
画
を
企
画
、
立

案
す
る
が
大
き
な
事
業
に
成
れ

ば
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
や
県

に
相
談
し
て
、
専
門
知
識
を
有

す
る
方
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

紹
介
を
受
け
意
見
を
聴
い
て
い

る
、
予
算
の
少
な
い
本
町
で
は

補
助
対
応
事
業
を
選
定
し
て
お

り
自
由
に
成
ら
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。

　

第
二
に
つ
い
て
県
の
紹
介
等

も
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
町
に

指
名
願
の
提
出
業
者
の
中
か
ら

5
な
い
し
6
業
者
を
選
出
し
競

争
入
札
等
で
実
績
、
地
域
性
を

考
慮
し
選
定
し
て
い
る
。

　

第
三
に
つ
い
て
当
然
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
者
が
必
要
だ

と
思
う
、
平
成
10
年
頃
ま
で
は

居
た
が
現
在
は
職
員
の
削
減
等

で
業
者
委
託
が
増
え
て
い
る
の

が
実
情
で
す
、
今
の
と
こ
ろ
専

門
職
員
は
考
え
て
な
い
が
、
今

後
は
必
要
に
応
じ
て
地
元
業
者

で
対
応
で
き
る
よ
う
に
勧
め
て

行
き
た
い
。

▼
議
員

　

市
原
農
協
跡
地
の
構
想
を
Ｊ

Ａ
と
協
議
し
て
い
る
の
か
本
町

に
と
っ
て
も
、
赤
馬
場
地
区
に

と
っ
て
も
市
原
農
協
跡
地
は
核

と
し
て
の
大
事
な
場
所
で
あ
る

が
農
協
と
事
前
協
議
は
な
さ
れ

て
い
る
の
か
、
生
協
、
き
よ
ら

カ
ァ
サ
を
含
め
戦
略
を
練
っ
て

は
ど
う
か
。

●
町
長　

　

現
在
の
と
こ
ろ
農
協
さ
ん

よ
り
具
体
的
な
話
は
来
て
無

い
の
で
協
議
は
し
て
い
な
い
。

市
原
地
区
の
中
心
部
で
も
有

り
、
広
い
こ
と
か
ら
魅
力
的
な

場
所
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
話
が
在
れ
ば
、
地

域
住
民
の
方
や
議
会
と
も
相

談
を
し
て
町
の
振
興
発
展
に

寄
与
す
る
様
考
え
る
。

建設事業計画の内容について！
農協跡地の構想は？

井上　則臣　議員

旧庁舎解体工事
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▼
議
員

　

熊
本
地
震
か
ら
5
ヶ
月
が
経

過
し
落
石
等
も
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
が
、
い
ま
だ
通
行
止
め

の
区
間
が
あ
り
不
便
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。
現
在
の
各
地
区

の
町
道
及
び
志
童
子
ト
ン
ネ

ル
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
の
現
況

と
対
応
策
に
つ
い
て
、
ま
た
生

活
道
路
で
あ
る
志
童
子
立
岩
線

に
お
い
て
は
数
か
所
で
落
石
防

止
、
土
砂
崩
れ
防
止
策
と
し
て

大
型
土
の
う
を
積
ん
で
対
応
し

て
い
る
が
道
幅
が
非
常
に
狭
く

な
っ
て
い
る
。
早
期
の
通
行
止

め
解
除
と
落
石
防
止
等
の
対
応

策
を
お
尋
ね
す
る
。

　

ま
た
、
通
行
止
め
区
間
の
中

に
は
田
畑
や
山
林
の
手
入
れ
で

止
む
無
く
通
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
も
い
る
が
、
落
石
等

で
怪
我
を
し
た
場
合
は
自
己
責

任
と
な
る
の
か
、
町
の
責
任
に

な
る
の
か
を
お
尋
ね
す
る
。

●
町
長　

　

町
道
市
原
黄
川
線
、
上
矢
田

原
線
は
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
で
行
い
年
内
の
工
事
完

成
を
目
指
し
て
い
る
。
黒
川
波

居
原
線
、
黒
川
平
野
台
線
に
つ

い
て
は
熊
本
県
の
治
山
事
業
等

で
の
落
石
対
策
工
事
を
要
望
し

て
い
る
が
、
対
応
が
困
難
で
あ

れ
ば
町
単
独
に
よ
る
対
策
も
検

討
す
る
。
町
道
志
童
子
立
岩

線
に
つ
い
て
は
例
年
、
梅
雨
時

期
に
は
落
石
等
が
発
生
し
て
お

り
、
通
行
止
め
を
施
行
し
て
い

る
が
、
今
回
の
地
震
に
お
い
て

落
石
被
害
が
広
範
囲
で
発
生

し
、
落
石
工
事
が
必
要
な
箇
所

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
復
旧

事
業
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
、
何
ら
か
の
事
業
へ
の

選
択
を
協
議
し
て
い
る
。
満
願

寺
隧
道
に
つ
い
て
は
、
志
童
子

か
ら
志
津
間
の
生
活
道
路
で
す

が
金
網
を
張
っ
て
の
吹
き
付
け

工
事
を
行
え
ば
通
行
空
間
が
狭

く
な
る
。
ま
た
削
る
な
ど
の
振

動
を
与
え
る
と
他
の
箇
所
に
も

影
響
が
出
る
な
ど
、
非
常
に
難

し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
た
め

現
状
維
持
で
行
か
ざ
る
を
得
な

い
状
況
か
と
考
え
て
い
る
。

●
建
設
課
長

　

落
石
の
保
証
の
問
題
に
つ
い

て
は
今
の
時
点
で
は
わ
か
り
か

ね
る
の
で
、
国
土
調
査
の
境
界

な
ど
を
調
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
志
童
子
立
岩
線
に
つ
い

て
は
余
震
が
落
ち
着
い
た
1
年

後
に
な
る
か
と
思
う
が
役
場
及

び
コ
ン
サ
ル
等
を
入
れ
て
調
査

を
進
め
て
行
く
。

町道等通行止め区間の現況と
対応策は！

児玉　秀次郎　議員

町道立岩線
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▼
議
員
　

　

町
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
一

次
・
二
次
試
験
が
行
わ
れ
採
用

者
が
決
定
さ
れ
る
が
、
本
町
出

身
者
の
採
用
枠
を
設
け
る
事
が

出
来
な
い
か
。

●
町
長　

　

本
町
の
職
員
採
用
に
当
た
り

熊
本
県
町
村
会
の
共
同
試
験
に

よ
り
、
一
次
教
養
試
験
、
二
次

面
接
試
験
と
成
っ
て
一
次
試
験

平
均
50
点
以
上
の
成
績
者
を
選

抜
す
る
様
に
成
っ
て
い
る
。

　

現
状
の
採
用
は
町
内
出
身
者

が
多
数
を
占
め
て
い
る
の
で
、

地
方
公
務
委
員
法
の
観
点
か
ら

現
状
の
ま
ま
で
良
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

▼
議
員

　

地
元
高
校
の
成
績
優
秀
者
の

小
論
文
や
面
接
等
で
採
用
す
る

枠
が
在
れ
ば
、
中
学
生
、
高
校

生
の
意
欲
が
出
て
小
国
高
の
存

続
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
、

是
非
枠
を
検
討
願
う
。

●
町
長

　

地
方
公
務
委
員
法
に
抵
触
し

な
い
よ
う
に
考
え
て
は
観
る

が
、
核
と
な
る
町
役
場
を
地
元

ば
か
り
が
占
め
る
の
で
な
く
、

外
か
ら
の
視
点
も
大
事
な
要
素

だ
と
思
う
の
で
枠
を
設
け
る
事

は
現
時
点
で
は
考
え
て
は
い
な

い
。

町職員の採用は！

矢津田　道夫　議員

南小国町庁舎執務室
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▼
議
員
　

　

人
口
の
減
少
に
よ
り
、
移
住

定
住
者
を
求
め
る
町
村
が
増
え

て
い
る
。南
小
国
町
に
お
い
て
も
、

ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
な
か
で
新
し
い
ひ
と

の
流
れ
を
作
る
目
標
が
立
て
ら

れ
、
移
住
定
住
者
を
５
年
後
に

20
人
に
す
る
数
値
目
標
と
さ
れ

て
い
る
。
計
画
策
定
後
１
年
も

た
っ
て
い
な
い
時
期
で
あ
り
、
熊

本
地
震
な
ど
で
大
変
な
中
で
は

あ
る
が
、
現
在
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
将
来
的
な

展
望
は
見
え
て
き
て
い
る
の
か
、

伺
い
た
い
。

●
町
長　

住
ま
い
、
仕
事
を
ク

リ
ア
し
て
定
住
へ

　

町
の
人
口
は
減
少
が
続
い
て

い
る
。
こ
の
４
月
か
ら
移
住
者

の
把
握
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
が
、
８
月
ま
で
は
、
残
念

な
が
ら
ゼ
ロ
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
移
住
者
の
定
住
を
進
め
る

に
は
、
第
１
に
住
ま
い
、
第
２

に
仕
事
と
い
う
大
き
な
課
題
の

解
決
が
必
要
で
あ
り
、
移
住
希

望
者
が
安
心
し
て
住
め
る
環
境

を
整
え
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

　

住
ま
い
の
問
題
で
は
、
町
内

に
点
在
す
る
空
き
家
の
状
況
を

調
査
し
て
お
り
、
現
在
11
軒
が

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
の
申
請

が
さ
れ
て
い
る
。
今
後
移
住
者

向
け
の
相
談
窓
口
の
設
置
や
移

住
相
談
会
の
開
催
な
ど
で
受
け

入
れ
態
勢
の
整
備
を
進
め
て
い

く
。

　

仕
事
の
問
題
で
は
、
旅
館
で

は
常
に
人
手
不
足
の
状
態
で
あ

り
、
仕
事
の
選
択
肢
の
１
つ
と

な
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

農
業
、
林
業
の
分
野
な
ど
で

も
、
加
工
品
の
開
発
事
業
な
ど

を
つ
う
じ
て
幅
広
い
可
能
性
を

模
索
し
て
お
り
、
あ
ら
た
な
生

業
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
住
ま
い

と
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
で
移

住
・
定
住
者
の
増
加
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

▼
議
員

　

多
く
の
自
治
体
が
移
住
者
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
中

で
、
特
に
南
小
国
町
な
ら
で
は

の
特
色
、
特
典
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

た
と
え
ば
林
業
で
は
維
持
で
き

な
い
山
林
も
見
ら
れ
る
中
で
、

移
住
に
合
わ
せ
て
山
林
所
有
者

に
も
な
り
う
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
町
の
特

色
を
出
し
て
い
く
こ
と
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

●
町
長

　

現
在
、
若
い
人
た
ち
で
委
員

会
を
作
っ
て
移
住
・
定
住
に
つ

い
て
話
を
進
め
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
中
で
町
な
ら
で
は
の
魅

力
を
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
農
業
、
林
業
を
含
め
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に

交
流
す
る
中
で
南
小
国
の
雰
囲

気
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
大

切
に
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

移住定住者の現況と将来性は！

穴井　千秋　議員

公営住宅　満願寺団地
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▼
議
員
　

　

本
町
に
お
い
て
買
い
物
難
民

者
の
方
は
多
数
お
ら
れ
、
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
等
で
対
応
し
て

い
る
と
思
う
が
、
買
い
物
だ
け

に
バ
ス
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

を
使
う
行
為
を
さ
け
て
い
る
方

が
大
半
と
思
う
。
過
去
に
移
動

販
売
の
購
入
運
営
を
町
が
出
来

な
い
か
質
問
が
あ
っ
た
が
、
現

在
の
状
況
を
踏
ま
え
町
長
の
考

え
を
お
尋
ね
す
る
。

●
町
長　

　

27
年
度
に
両
町
合
わ
せ
て

７
５
０
人
に
対
し
て
交
通
手
段

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
10
人
に
１
人
か
２
人
が

公
共
交
通
手
段
を
利
用
し
、
利

用
目
的
の
上
位
は
路
線
バ
ス
、

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
共
に
買
い

物
・
通
院
で
町
民
に
と
っ
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

交
通
手
段
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。
買
い
物
だ
け
に

公
共
交
通
手
段
を
利
用
す
る
こ

と
へ
の
戸
惑
い
、
ま
た
は
利
用

し
た
く
て
も
時
間
が
あ
わ
な
い

等
に
よ
り
利
用
し
に
く
い
と
感

じ
て
い
る
町
民
も
お
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
後
小
国
郷
地

域
公
共
交
通
会
議
な
ど
に
諮
り

な
が
ら
利
用
し
や
す
い
よ
う
高

齢
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

配
布
事
業
な
ど
、
交
通
弱
者
と

言
わ
れ
る
方
々
へ
の
対
応
を
進

め
て
行
く
。

　

食
品
、
日
用
品
等
の
移
動
販

売
に
つ
い
て
は
高
齢
者
向
け
の

福
祉
的
位
置
付
け
で
実
施
さ
れ

て
い
る
事
例
も
あ
る
よ
う
で

す
。
移
動
販
売
を
実
施
す
る
場

合
幾
つ
か
の
方
法
が
考
え
ら
れ

る
。
第
一
は
町
内
事
業
者
つ
ま

り
民
間
に
よ
る
移
動
販
売
、
第

二
に
き
よ
ら
カ
ア
サ
に
よ
る
移

動
販
売
、
第
三
に
町
発
注
の
委

託
事
業
と
し
て
の
移
動
販
売
、

移
動
販
売
は
車
両
の
購
入
費
、

燃
料
代
、
そ
の
他
維
持
費
等
の

コ
ス
ト
が
か
か
る
割
に
は
利
益

が
薄
い
事
業
と
言
わ
れ
て
い

る
。
民
間
及
び
き
よ
ら
カ
ア
サ

に
よ
る
可
能
性
が
な
い
場
合
、

買
い
物
難
民
の
多
く
で
あ
る
高

齢
者
向
け
の
福
祉
事
業
と
し

て
、
町
内
事
業
者
等
へ
の
経
費

を
負
担
す
る
形
で
の
委
託
と
し

て
考
え
る
必
要
も
出
て
く
る
と

思
う
の
で
、
十
分
協
議
、
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

買物難民・交通弱者の対策を！

荒井　邦生　議員

中原精肉店移動販売車
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▼
議
員
　

　

４
月
の
熊
本
地
震
か
ら
５
ヵ

月
に
な
る
が
、
い
ま
だ
に
余
震

が
続
い
て
い
る
。
ま
た
今
年
は

台
風
も
次
々
と
上
陸
し
、
被
害

が
出
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

被
害
が
広
域
化
す
る
と
県
レ

ベ
ル
で
の
対
応
で
は
す
ま
な
い

状
況
と
な
る
。
町
は
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
一
員

で
も
あ
る
が
、
連
合
内
に
お
い

て
災
害
時
に
相
互
支
援
す
る
よ

う
な
組
織
と
し
て
も
位
置
付
け

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
町
長　

前
向
き
に
働
き
か
け

る
　

現
在
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
で
は
、
災
害
時
の
相
互
協

定
は
な
い
。
た
だ
し
、
今
回
の

災
害
で
は
、
多
く
の
加
盟
市
町

村
か
ら
支
援
を
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
加
盟

し
て
い
る
市
町
村
は
ど
こ
も
同

じ
よ
う
な
条
件
で
あ
り
、
災
害

に
対
し
て
脆
弱
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
連
合
と
し
て
災
害
時
の
協

定
を
検
討
し
て
い
く
余
地
は
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
連
合
の
総

会
な
ど
も
あ
り
、
町
と
し
て
は

参
加
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

事
務
局
な
ど
を
通
じ
て
提
案
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
議
員
　

　

町
と
し
て
は
、
い
た
だ
い
た

支
援
物
資
を
公
民
館
な
ど
に
備

蓄
と
し
て
配
置
し
て
い
る
が
、

水
や
食
料
な
ど
は
期
限
が
過
ぎ

た
後
の
補
充
に
つ
い
て
は
、
各

地
域
で
取
り
組
む
と
さ
れ
て
い

る
。
町
と
し
て
計
画
的
に
補
充

し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
は
ど

う
か
。

●
町
長

　

町
と
し
て
の
備
蓄
に
つ
い
て

は
、
元
気
プ
ラ
ザ
中
原
な
ど
町

と
し
て
開
設
す
る
避
難
所
に
必

要
な
備
蓄
を
し
て
お
き
、
そ
こ

か
ら
各
公
民
館
な
ど
に
ふ
り
わ

け
る
よ
う
に
計
画
を
し
て
い

る
。
各
地
域
で
の
備
蓄
に
つ
い

て
は
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
助

成
金
な
ど
を
活
用
し
て
補
充
す

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

防災体制の充実を！

河津　利明　議員
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▼
議
員
　

　

熊
本
地
震
の
罹
災
証
明
書
発

行
の
た
め
住
宅
被
害
調
査
確
認

を
し
、
被
害
認
定
に
つ
い
て
、

町
民
に
も
っ
と
説
明
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

●
町
長　

　

住
宅
被
害
認
定
の
調
査
員
は

同
一
の
基
準
、
目
線
で
で
き
る

限
り
同
じ
人
が
調
査
し
た
。
罹

災
証
明
発
行
業
務
は
県
が
主
導

し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
実
施
し

た
。
住
民
説
明
は
被
災
後
、
罹

災
証
明
書
の
発
行
は
告
知
放
送

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
文
字
放

送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報

を
発
信
し
、
周
知
を
し
た
。
被

害
認
定
は
罹
災
証
明
書
交
付
時

に
調
査
時
の
写
真
を
使
っ
て
説

明
し
、
判
定
に
納
得
が
い
か
な

い
場
合
は
、
２
次
調
査
へ
申
請

者
が
納
得
の
い
く
よ
う
に
配
慮

し
た
。

▼
議
員

　

農
林
業
・
観
光
な
ど
の
２
次

審
査
申
し
込
み
の
判
断
は
我
が

家
の
被
災
状
況
が
わ
か
ら
な

い
、
基
準
が
わ
か
ら
な
い
状
況

だ
っ
た
。
罹
災
証
明
書
の
発
行

の
時
に
説
明
が
も
っ
と
必
要
で

は
な
か
っ
た
か
。
９
月
４
日
熊

日
新
聞
に
は
２
次
調
査
で
５
割

以
上
が
1
次
よ
り
重
か
っ
た
。

熊
本
市
は
簡
略
化
し
た
調
査
票

を
使
用
し
て
２
次
調
査
が
重
く

な
っ
た
割
合
が
高
く
な
り
、
近

隣
市
町
村
か
ら
は
、
判
定
の
公

平
性
が
担
保
で
き
な
い
と
不
満

の
声
が
出
て
い
る
。
南
小
国
町

は
ど
う
か
。

●
町
長　

　

本
町
で
は
32
件
の
う
ち
12
件

一
部
損
壊
か
ら
半
壊
に
１
次
判

定
よ
り
重
く
な
っ
た
。

▼
議
員
　

　

記
事
に
よ
る
と
産
山
村
で
は

調
査
当
初
か
ら
建
築
士
に
依
頼

し
た
の
で
村
民
の
納
得
が
得
や

す
か
っ
た
。
南
小
国
町
は
ど
う

だ
っ
た
か
。

●
町
長　

　

本
町
で
は
県
を
通
じ
て
建
築

士
協
会
に
お
願
い
し
た
が
手
一

杯
で
断
ら
れ
た
の
で
、
家
屋
調

査
を
す
る
税
務
課
職
員
を
中
心

に
調
査
し
た
。

▼
議
員
　

　

半
壊
以
上
が
公
的
支
援
の
対

象
に
な
る
と
言
う
事
で
被
災
者

は
敏
感
に
な
っ
て
い
る
。
被
災

判
定
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
の
は

問
題
だ
。
今
後
、
罹
災
証
明
書

の
発
行
者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
要
望
す
る
。

●
町
長　

　

産
山
村
の
取
組
を
教
訓
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
は
検
討
す
る
。

熊本地震における住宅被害調査は！

穴井　則之　議員

志賀瀬地区被害家屋
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▼
議
員
　

　

熊
本
地
震
か
ら
５
カ
月
、
６

月
議
会
の
行
政
報
告
以
降
の
取

組
状
況
と
そ
の
検
証
及
び
課
題

を
聞
き
た
い
。
次
に
８
月
29
日

熊
日
新
聞
一
面
の
「
東
北
支
援

経
験
生
か
す
甲
佐
町
の
取
組
」

の
記
事
を
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

３
点
目
に
南
小
国
町
防
災
体
制

の
強
化
に
つ
い
て
聞
く
。

●
町
長　

　

取
組
状
況
は
６
月
定
例
会
後

毎
週
月
曜
日
に
各
課
長
、
局

長
、
社
協
の
局
長
で
現
況
や
対

策
等
を
協
議
し
て
き
た
。
本
町

の
災
害
対
策
本
部
を
９
月
１
日

午
前
10
時
解
散
し
た
。
次
に
甲

佐
町
の
取
組
は
大
変
す
ば
ら
し

い
と
考
え
る
。
本
町
の
罹
災
証

明
の
発
行
は
他
自
治
体
と
比
べ

て
遅
く
な
か
っ
た
。
防
災
体
制

の
強
化
に
つ
い
て
は
災
害
対
策

本
部
の
組
織
や
初
動
体
制
の
見

直
し
な
ど
、
防
災
計
画
書
の
見

直
し
を
早
期
に
行
う
。

▼
議
員
　

　

こ
れ
か
ら
は
、
ど
う
い
う
よ

う
な
災
害
が
来
る
か
わ
か
ら
な

い
が
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
当
た
っ

て
頂
き
た
い
。

●
町
長　

　

私
ど
も
は
災
害
対
策
本
部
を

立
上
げ
、
町
職
員
と
し
て
一
番

考
え
た
こ
と
は
犠
牲
者
を
一
人

た
り
と
も
出
さ
な
い
。
し
か
し

正
直
至
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な

と
き
は
議
会
と
執
行
部
は
両
輪

だ
か
ら
町
民
の
た
め
の
情
報
は

い
つ
で
も
言
っ
て
も
ら
い
た

い
。

防災体制の強化は！

後藤　六男　議員

消防団通常点検
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▼
議
員
　

　

現
在
、
黒
川
地
区
の
既
設
住

宅
は
老
朽
化
し
て
お
り
、
幾
度

か
議
論
さ
れ
て
新
た
に
住
宅
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
ほ
か
の
地
区
に
も

予
定
が
あ
る
の
か
お
聞
き
し
た

い
。

　

最
近
で
は
、
住
宅
が
不
足
し

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
役
場

の
方
で
も
空
き
家
の
調
査
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

対
策
等
も
含
め
て
お
答
え
願
い

た
い
。

●
町
長　

黒
川
地
区
の
２
団
地

は
建
て
替
え
を
計
画
し
た
い

　

黒
川
地
区
は
、
黒
川
団
地
、

西
黒
川
団
地
、
北
黒
川
団
地
の

３
団
地
が
あ
り
、
黒
川
団
地
、

西
黒
川
団
地
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
及
び
土
砂
災
害
の
危
険
性

も
あ
り
両
団
地
を
あ
わ
せ
て
別

の
土
地
に
建
て
替
え
を
計
画
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
、
建
て
替
え
る
た
め
の
候
補

地
の
選
定
等
が
必
要
で
、
高
齢

者
の
利
便
性
な
ど
を
踏
ま
え
黒

川
の
中
心
部
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
の
選
定
を

進
め
て
い
き
た
い
。
北
黒
川
団

地
に
つ
い
て
は
、
立
地
条
件
等

に
問
題
は
な
く
、
継
続
し
て
運

営
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

風
呂
の
未
設
置
や
ト
イ
レ
等
の

水
回
り
、
外
壁
及
び
屋
上
に
老

朽
化
が
見
ら
れ
る
た
め
、
外

壁
・
室
内
等
の
改
修
工
事
を
計

画
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
地
区
は
、
比
較
的

に
建
設
年
度
も
新
し
く
、
支
障

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
新
規

の
計
画
に
つ
い
て
は
、
民
間
で

ア
パ
ー
ト
建
設
を
行
う
方
に
対

し
て
補
助
金
を
出
す
こ
と
も
含

め
、
今
後
の
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
や
維
持
費
、
耐
用
年
数

な
ど
を
十
分
に
勘
案
し
、
議
論

し
て
い
き
た
い
。

▼
議
員

　

黒
川
の
２
団
地
に
つ
い
て

は
、
計
画
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
す
で
に
地
元
と
協
議
等
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

●
町
長

　

今
の
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
協

議
、
交
渉
は
行
っ
て
い
な
い
。

▼
議
員

　

で
き
る
だ
け
移
住
者
、
ま
た

定
住
者
が
増
え
る
よ
う
に
、
ど

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

●
町
長

　

Ｉ
タ
ー
ン
者
、
Ｕ
タ
ー
ン

者
、
そ
う
い
っ
た
方
々
を
受
け

入
れ
る
と
き
に
、
住
ま
い
と
い

う
部
分
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
空
き
家
バ
ン
ク
も
同
時
進

行
し
な
が
ら
公
営
住
宅
、
も
し

く
は
そ
う
い
っ
た
民
間
の
方
の

補
助
等
を
、
今
後
、
十
分
に
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
つ
の
事
業
だ
と
考
え
て
い

る
。

公営住宅建設の状況は！

黒川　敏秋　議員

公営住宅　北黒川団地
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第
23
回　

全
国
森
林
環
境
税
創
設

促
進
議
員
連
盟
の
定
期
総
会
が
、
７

月
21
日
に
岐
阜
県
高
山
市
で
開
催
さ

れ
、
穴
井
則
之
議
員
と
２
人
で
参
加

し
ま
し
た
。

　

近
年
森
林
の
持
つ
地
球
温
暖
化

の
防
止
や
国
土
の
保
全
・
水
資
源

の
涵
養
・
土
砂
災
害
防
止
・
自
然

環
境
の
保
持
な
ど
、
森
林
の
公
益

的
機
能
に
対
す
る
国
民
の
関
心
・

期
待
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
木
材
価
格
の
低

迷
や
、
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
・
後

継
者
不
足
な
ど
、
林
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、
政

府
与
党
は
「
平
成
28
年
度
税
制
改

正
大
綱
」
に
お
い
て
、
市
町
村
が

主
体
と
な
っ
た
森
林
・
林
業
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に

必
要
な
財
源
と
し
て
都
市
・
地
方
を

通
じ
国
民
に
等
し
く
負
担
を
求
め
、

継
続
的
か
つ
安
定
的
な
森
林
整
備

等
の
財
源
に
充
て
る
、
森
林
環
境

税
等
の
仕
組
み
を
検
討
し
、
時
期

に
つ
い
て
適
切
に
判
断
す
る
と
方

針
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
森
林
・

林
業
・
山
村
対
策
の
根
本
的
強
化

を
図
る
た
め
の
森
林
環
境
税
の
導

入
に
向
け
、
関
係
機
関
に
強
力
に

要
請
を
行
う
こ
と
に
し
て
、
総
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

研
修
報
告　
　

矢
津
田　

道
夫　

たもぎ茸

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議
員
連
盟
定
期
総
会

に
参
加
し
て　
　
　
　
　
　
（
岐
阜
県
・
高
山
市
）
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私
達
議
員
９
名
、
高
橋
町
長
、
議

会
事
務
局
職
員
、
農
林
課
職
員
と
現

地
合
流
の
本
町
畜
産
農
家
後
継
者
２

名
の
合
計
14
名
で
、
日
本
で
唯
一
、

太
平
洋
と
日
本
海
の
二
つ
の
海
に
面

し
、
北
海
道
酪
農
の
発
祥
地
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
北
海
道
八
雲
町

で
、
畜
産
に
関
す
る
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

研
修
当
日
は
、
宿
泊
先
の
函
館
か

ら
２
時
間
バ
ス
に
乗
り
午
前
10
時
に

八
雲
牧
場
に
到
着
し
午
後
３
時
ま
で

の
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
雲
牧
場
は
、
北
里
大
学
獣
医
学

部
付
属
と
八
雲
町
と
の
牧
場
で
、
輸

入
穀
物
飼
料
を
使
わ
ず
、
牛
の
排
泄

物
に
よ
り
土
づ
く
り
を
し
、
自
前
の

牧
草
だ
け
で
肉
牛
を
育
て
る
と
い
う

資
源
循
環
型
畜
産
を
実
践
し
て
お

り
、開
放
的
な
放
牧
畜
産
に
よ
り「
健

康
・
安
全
な
牛
」
の
生
産
を
追
及
す

る
と
と
も
に
、
教
育
・
研
究
の
場
と

し
て
こ
れ
か
ら
の
畜
産
や
医
療
を
担

う
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
牧

場
で
す
。

　

牧
場
は
１
９
７
６
年
に
開
設
さ

れ
、
１
９
９
４
年
か
ら
自
給
飼
料

１
０
０
％
の
牛
肉
生
産
を
し
て
い
ま

す
。
牧
場
の
総
面
積
は
３
7
０
㌶
あ

り
、
採
草
地
１
０
０
㌶
、
放
牧
地

１
２
０
㌶
、
森
林
１
５
０
㌶
で
、
日

本
短
角
種
（
放
牧
、
飼
養
に
手
間
が

か
か
ら
ず
、
岩
手
南
部
牛
と
ア
メ
リ

カ
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ン
種
と
交
配
し
昭

和
32
年
統
一
さ
れ
た
。毛
色
は
褐
色
）

と
サ
レ
ー
ル
種
（
フ
ラ
ン
ス
・
サ

レ
ー
ル
地
方
）
の
交
雑
種
を
作
り
出

し
、
約
２
５
０
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

飼
育
管
理
に
つ
い
て
、
最
初
に
視

察
し
た
の
は
夏
期
の
妊
娠
牛
の
分ぶ

ん
べ
ん娩

用
放
牧
地
で
、
妊
娠
牛
は
隣
接
放
牧

地
か
ら
出
産
の
２
週
間
前
に
移
動
し

ま
す
。
牛
の
見
回
り
は
１
日
に
３
回

し
て
お
り
、
夜
間
も
放
牧
し
自
然
分

娩
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
分
娩
事
故
が
大
幅
に
減
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
親
子
放
牧
は
こ
の

ゾ
ー
ン
で
１
か
月
間
行
っ
て
い
ま

す
。
下
痢
症
等
、
病
気
の
子
牛
に
つ

い
て
は
、
親
と
舎
飼
い
し
早
期
に
完

治
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

冬
期
は
、
降
雪
と
気
温
が
低
く
な

る
た
め
12
月
か
ら
翌
年
４
月
頃
ま
で

は
舎
飼
い
と
な
り
ま
す
。
牛
舎
は
４

棟
あ
り
放
牧
牛
を
１
～
３
棟
に
入

れ
、
冬
期
に
出
産
す
る
牛
は
４
棟
目

に
入
れ
て
い
ま
す
。
出
産
後
、
子
牛

は
母
親
と
一
緒
に
１
棟
で
固
定
管
理

す
る
こ
と
に
よ
り
病
気
に
か
か
り
に

く
く
、
６
ケ
月
間
で
離
乳
さ
せ
て
い

資
源
循
環
型
畜
産
の
現
場
に
学
ぶ

（
八
雲
町
・
北
里
大
学
八
雲
牧
場
視
察
研
修
）

広
報
委
員　
　

後
藤　

六
男　
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る
状
態
で
す
。

　

草
地
管
理
に
つ
い
て
、
雑
草
の
エ

ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
を
は
び
こ
ら
せ
な
い

よ
う
に
、早
く
育
つ
牧
草
を
追
播
し
、

雑
草
の
成
長
を
抑
え
て
い
ま
す
。
植

物
同
士
の
自
然
な
生
存
競
争
に
よ
り

牧
草
地
と
し
て
の
維
持
を
図
っ
て
お

り
、
除
草
剤
を
使
わ
な
い
こ
と
で
環

境
へ
の
配
慮
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

放
牧
地
は
、
昨
今
の
暑
く
長
い
夏
が

続
く
と
安
定
的
な
放
牧
が
厳
し
く
な

る
の
で
、
有
効
活
用
す
る
た
め
育
成

牛
と
繁
殖
牛
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
放
牧

し
て
い
ま
す
。

　

循
環
型
畜
産
を
実
証
実
験
し
て

い
る
バ
ー
ク
型
た
い
肥
（
樹
木
の

皮
の
部
分
を
発
酵
し
て
作
っ
た
土

壌
改
良
材
）
置
き
場
に
て
70
℃
～

80
℃
の
た
い
肥
を
５
回
攪か

く
は
ん拌
し
、
採

草
地
・
放
牧
地
に
ま
い
て
播
種
と

耕
起
を
繰
り
返
し
、
循
環
型
牧
草

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

昼
食
は
、
牧
場
で
生
産
さ
れ
た
牛

肉
と
地
産
野
菜
を
使
っ
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
振
る
舞
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
肉
質
は
脂
肪
が
少
な
い
赤
肉

で
あ
る
が
、
軟
ら
か
く
あ
っ
さ
り
し

た
味
で
し
た
。
最
終
日
に
東
京
に
移

動
し
、
日
本
橋
高
島
屋
で
産
山
村
の

赤
牛
が
１
０
０
グ
ラ
ム
３
２
０
０
円

で
販
売
さ
れ
て
い
る
の
を
視
察
し
、

南
小
国
町
の
畜
産
に
と
っ
て
明
る
い

兆
し
が
見
え
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
人
の
健
康
や

そ
れ
を
支
え
る
食
と
環
境
と
の
調
和

を
考
慮
し
た
資
源
循
環
型
畜
産
、
つ

ま
り
地
域
内
で
一
連
の
流
れ
と
な
っ

て
い
る
農
業
の
形
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。
南
小
国
町
に
お
い
て
導
入
を

行
う
場
合
は
、
牛
の
周
年
放
牧
、
草

原
を
維
持
し
な
が
ら
の
育
成
、
販
売

ま
で
を
計
画
的
に
実
践
し
、
特
産
品

と
し
て
特
徴
づ
け
る
な
ど
、
総
合
的

な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
必
要
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

畜
産
農
家
、
牧
野
組
合
、
農
協
、
役

場
担
当
課
な
ど
関
係
者
同
士
の
横
の

連
携
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感

し
ま
し
た
。
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平成28年議長・議会日誌

８
　
　
月

1 熊本県町村議会正副議長研修会 ９
月

18 ＪＡ家畜共進会

2 国道442号道路整備改修促進期成会 28～30 南小国町議会議員研修

5 市町村議長・議運長・常任委員長研修会

10
　
　
　
月

1～2 黒川温泉感謝祭

7 悠清苑納涼夏祭り 2 きよらの郷少年防犯柔道大会

13 ふるさと花火大会 4 阿蘇郡町村議長研修会

18 国道212号道路整備改修促進期成会 8 南小国町老人クラブスポーツ大会

21 瀬の本高原マラソン大会 13 熊本県町村議会議員研修会

23 熊本県町村議長・議運長・常任委員長研修会 14 小田温泉芋煮会

29 産山村議会との懇談会 16 きよら祭り

30 阿蘇広域議会臨時会 19 北海道紋別市議会視察研修来庁

９
　
　
月

1～ 2 熊本地震災害要望 19 阿蘇ふるさとの会「かたらんネ阿蘇」

3 消防団通常点検 20 議会広報特別委員会

6 南小国町遺族会総会 21 阿蘇市町村議会議員研修会

6 議会運営委員会 22 小国支援学校すぎのこまつり

7 熊日金婚夫婦表彰式 24 阿蘇地域道路整備要望

7 国道212号促進期成会活動要望 26 阿蘇広域議会運営委員会

13～15 第３回定例会 27～28 阿蘇市町村正副議長研修

13 議員定数削減特別委員会 11
月

3 南小国町文化祭（表彰式）

15 庁舎建設特別委員会 8 阿蘇広域議会定例会

　

熊
本
震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、
復
旧
、
復
興
が

始
ま
っ
た
が
、
い
ま
だ
手
つ
か
ず
の
場
所
も
在
る

被
災
か
ら
懸
命
に
立
ち
上
が
る
崇
高
な
人
達
に
、

心
か
ら
応
援
の
意
を
表
し
た
い
。

　

風
評
被
害
の
此
の
秋
、
黒
川
温
泉
感
謝
祭
、
小

田
温
泉
芋
煮
会
、
き
よ
ら
祭
り
と
行
わ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
で
主
催
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
安
全
、
安
心
の
心

配
り
に
来
客
も
安
心
し
楽
し
む
姿
を
見
る
こ
と
が

出
来
た
我
々
も
皆
さ
ん
の
気
持
を
一
人
で
も
多
く

の
人
に
伝
え
発
信
し
早
い
復
興
を
祈
念
す
る
。

　

今
年
12
月
の
定
例
議
会
で
は
、
南
小
国
中
学
生

を
交
え
子
ど
も
会
議
を
行
い
ま
す
。

　

中
学
生
か
ら
見
た
町
と
は
、
議
会
と
は
、
役
場

と
は
、
そ
う
し
て
町
の
未
来
と
は
、
い
ろ
ん
な
角

度
か
ら
見
た
目
で
、
率
直
な
意
見
を
述
べ
て
戴
き

た
い
、
我
々
と
は
違
う
視
点
、
意
見
を
お
お
い
に

期
待
し
て
ま
す
、
又
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
傍

聴
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
井
上
則
臣
）

　

発
行
責
任
者

　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

河
津　

利
明

　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　

委　

員　
　

後
藤　
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児
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次
郎

10月19日阿蘇市に於いて
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